
　10月３日㈬に、中里小学校５年生28人が、５月に自分たちで田植えをした田んぼで稲刈り体験をし
ました。田んぼに足を取られながらも黙々と刈り続け、終わる頃には「腰が痛くなったと」と言う声も
聞こえてきました。新谷唯斗くんは「面白かった。鎌で刈る所が難しかった。農家が一生懸命収穫して
いることもわかったので、ご飯を残さず食べるようにしたい」と話しました。収穫したお米の品種は「ま
っしぐら」で、精米後に児童たちに手渡されます。
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